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４．南部地区

緑の目標・方針

広大な水田を背景とし、工場や事業所等が住宅地と調和する産業地帯と

して、活力のある緑豊かな街を創ります。

＜緑の配置方針＞

○（北区域）いきいきとした暮らしのある緑づくり

新しい市街地の計画的な緑づくりを行うとともに、川尻のまちづくりと一

体になった緑づくりや工業地域における外周緑化等、いきいきとした緑の街

を創ります。

○（南区域）水田地帯の緑づくり

広大な水田地帯や海岸線、加勢川、緑川の自然環境の保全につとめ、森と

呼ぶにふさわしい樹林の拠点づくりを図るとともに、身近な生活環境におい

て樹林地を守り育てる緑の街を創ります。

地区の現況

本地区は熊本市の南西部に位置し、水田と水辺環境からなる田園地帯が広がり、豊かな田園景観となって

います。樹林地等のまとまった緑地は御坊山等を除きほとんど存在していませんが、自然堤防上に古くから

形成された住宅地は屋敷林や庭木等、緑の多い住宅地が多く、良好な街並みを形成しています。


